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熱帯感染症勉強会
金曜日朝の勉強会（7:20〜）

2026年10月 ｜ 全4回

10月2日
ACUTE NEUROLOGICAL EMERGENCY

マラウイで小学校教師として働く25歳女性。
HIV治療中、2か月前に肺結核の治療を完了して
います。午前8時には普段と変わらない様子でし
たが、午前10時には混乱がみられ、午前11時の
入院時には傾眠状態となっていました。体温
40℃。診察中に再びけいれんを起こします。
もっと優先すべきことは何でしょうか？

10月16日
FEVER, WEIGHT LOSS, PAPULES

タイのプーケットに住んでいる34歳男性、2週間
の発熱、全身特に顔と体幹に丘疹状の発疹に気
づき病院受診。3ヶ月で7kgの体重減少。身体所
見：体温38.2℃、結膜蒼白。BMIは14kg/m²、
顔と体幹に痒みはない中心部が陥凹した丘疹性
発疹、全身性リンパ節腫脹（左鎖骨上、鼠径部
、腋窩）、汎血球減少症とCRP上昇を認めます。
果たして診断は？

10月23日
RETURNED TRAVELLER

4か月前に、3週間のタイ周遊旅行から帰国した
56歳男性。末梢血好酸球増多の精査目的で紹介
された。倦怠感と背部痛を訴えています。高血
圧と一過性脳虚血性発作を起こし、アスピリン
、アンギオテンシンⅡ受容体拮抗薬を服用中。
アレルギー歴なし。身体所見ではバイタルサイ
ンは正常で、発熱はない。身体診察では明らか
な異常所見を認めません。好酸球数は2750/μL
（分画では好酸球32%）と増加を認めています
。どのように診断を進めていきますか？

10月30日
EYE, SKIN, EXPOSURE

トーゴ出身の40歳男性。流れの速い川の近くに
ある村で暮らしており、周辺には人を刺す小さ
なハエが多い。4年前から両眼の変化を自覚し、
診察では角膜混濁を認めています。現在は視覚
障害がないものの、村には同様の眼症状から失
明した住民がいます。さらに、夜も眠れないほ
どの強い皮膚のかゆみ、皮膚の萎縮と多数の掻
破痕を認める。約20年前から、肋骨や腸骨稜な
どの骨突出部を中心に、硬く痛みのない直径1〜
3cmの皮下結節が生じている。この症状の原因
は果たして何でしょうか？

ご興味のある方はご連絡ください
症例を読み、鑑別診断と臨床推論をみんなで考える勉強会です。
医学生・研修医・若手医師の皆さま、ぜひご参加ください。

総合感染症科・感染症医療人育成センター
kansen@ml.nagasaki-u.ac.jp
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